















































































アガル→ a ・ b ・ e ・ f
ノボル→ a ・ c ・ d ・ g
a という共通項（□で囲った）があり、その上に対概念になるような b↔c、f↔g、それぞれに独自の意





アガル→ a ・ b ・ e ・ f










① b 到達点に焦点を合わせる。 c 経路に焦点を合わせる。
② d 自分で動き得るものの全体的な移動を表わす。
③ e 始めの状態（基点）を離れることを表わす。基点からの移動




















































































































て説明されるからである。逆に f・e から b を説明することはできない。一方ノボルにとっては、b と対
比的な c「経路に焦点を合わせる」が上位の意義特徴である。少なくとも g「連続的移行」は c を前提と




アガル→ a ＞ b ＞ f ・ e
b c
ノボル→ a ＞ c ＞ g ・ d f・e g・d
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柴田武 1982「私の意味論－意味をどうとらえるか－」『日本語学』1-1 明治書院（引用は『日本語学 特集テーマ
意味 1』2008年に拠った）
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光村図書『（中学）国語 2』平成 23年検定済み 光村国語 826
東京書籍『（中学）新しい国語 2』平成 23年度検定済み 東書国語 821
教師用指導書
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